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1．は じめ に

　噴火 予 知を行うために は 、 噴火前に地 下 の マ グ

マ の 移動や蓄積過程を捉えることが不 可欠 で ある 。

マ グマ の 蓄積に 関 して は、茂木モ デル を仮定する

こ とで 、地表で観測できる地 殻変動 か ら定量 的 に

マ グマ 溜まりの 体積変化 量 と位 置 を求 め るこ とが

で きる。 桜島直下 で は過 去 の 観 測 か ら深さの 異な

る 2つ の マ グマ 溜まりの 存在が推察 され て い る。そ

こで 、深さ 4．Okm と 0．1km にマグマ 溜まりがあると

仮定し 、 2009年 4 月 9 日 に生 じた爆発 的噴火前の

地殻変動デ
ー

タを解析したところ、2 つ の マ グマ 溜

ま りは噴 火 前 に収 縮と圧 縮を繰り返 し、その 周期

に は数時間の 時間 差が 、そ の 体積変化量 に は数

十倍程度の 差 が見られ ることがわか っ た （図 1）。

　我 々 は、マ グマ 溜まり間の マ グマ 移動が図 1 に

見 られる特徴 的な挙動を引き起こしてい るの で は

ない か と考えた 。 そ こで、本研 究で はマ グマ の 流

動 シミュ レーション を行 うこ とによっ て 、 定量的に観

測 デ
ー

タを説明 し、噴火前 の マ グマ 供給 系の 挙 動

を評価することを目指す 。 噴火に 至る高速マ グマ

流の 数値計算 に つ い て は 多くの 研究でなされ て い

るが 、噴火前の 低速 マ グマ 移動 をシミュ レ
ー

ション

する試み や桜島の マ グマ 供給系を評 価することを

目的 にマ グマ 流の 数 値計 算 を利用 する試み は ほ

とん どなされ て こなか っ た 。従 っ て、本研 究に よっ
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蟹 1．ieeさ　4．ekm と O．1krnに 存狸するマ グマ 溜

まtjの 噴火 羨の 体積変化鬟

て 、 新たな視点 か ら桜 島での 噴火メカニ ズ 厶 を解

明で きる可 能性があ り、噴火 予知 の 精度を上 昇 さ

せ ることが期待 される 。

2．モ デル と結果

　桜島の 地下 に は 姶良カル デラ下 に 存在するマ

グマ 溜まり等か らの マ グマ 供給があると考 えられ

てい る。 本研究ではその 供給率 を図 1 の体積変化

率か ら求め 、定常供給されて いると仮定し、図 2 に

示す ように マ グマ 供給系をモ デル 化 した 。
マ グマ

の 蓄積過程 におい て マ グマ は上 昇 して い ない と考

えられるため 、 深さ4．Okm の マ グマ 溜まりにはマ グ

マ 溜まりにある一
定圧 力 が溜 まるまで はマ グマ の

上 昇を引き起こさない ようなトリガー
を設けた 。

マ グマ 溜まり間 の 火道を流れるマ グマ 流は 一次

元 二 相 流とし、ガス のみ がメル ト中を流れる浸透

流 や メル ト中に気泡が 散在して い る気泡流等を考

えて い る 。 火道内で は 、気泡の 過剰圧 か ら溶解ガ

ス 平衡 、火道外 へ の脱ガス 、気泡の 変形の 効果ま

で 考慮した。その 結果、気泡流シミュ レ
ーショ ンの

場合に 、観測 デ
ー

タに 見られ たマ グ マ 溜まり間 の

時間差とマ グマ 溜まり体積の 変化傾 向をうまく説

明することが で きた。つ まり、こ の 結 果 より噴火前

に 地下 深くの マ グマ 溜まりか らマ グマ が移 動 して

いる可能性が示 唆され 、 我々 は マ グマ 流の 数値計

算手法が噴火前の マ グマ の 挙 動を捉 えることに役

立 つ と確信 してい る。
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